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大
彗
星
か
新
星
か
2
　
　
去
る
八
月
七
日

附
で
、
左
の
如
者
珍
奇
な
電
報
が
、
米
國
リ
ッ
グ
天

二
道
か
ら
世
界
各
國
に
逡
ら
れ
た
ー
ー
－
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．
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9
げ
ζ
∩
巴
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巴
巴
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ど
Φ
∩
け
。
プ
き
8
切
♂
く
曾
ヌ
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∩
一
①
蕊
σ
ほ
σ
q
窪
δ
B
①
二
王
ω
門
δ
σ
筈
ぞ
「
。
爵
㌧
、

之
れ
た
直
謬
し
て
見
れ
ば
、
「
確
か
に
金
星
以
上
に
輝

い
た
星
ら
し
い
も
の
が
、
太
陽
の
東
三
度
で
南
一
度

の
ぐ
」
こ
ろ
に
、
日
没
前
ご
日
没
後
と
に
七
分
階
間
見

え
、
五
入
が
肉
眼
で
見
た
、
低
い
雲
の
後
ろ
に
沈
ん

だ
、
天
艦
に
は
蓮
ひ
な
い
、
多
分
、
核
の
輝
い
た
難

星
だ
ら
う
、
．
恐
ら
く
新
星
で
ば
あ
る
ま
い
L
ぐ
」
い
ふ

の
で
、
誰
で
も
此
れ
な
見
た
者
は
驚
い
た
。
し
か
し

電
女
が
鹸
吋
簡
箪
・
な
の
こ
、
事
寳
が
飴
り
突
飛
な
の

で
・
殆
ん
ご
誰
も
、
何
の
こ
ε
や
ら
、
さ
つ
ば
り
見

當
が
付
か
な
か
っ
た
。
し
か
ろ
に
近
頃
英
國
の
雑
誌

が
到
着
し
て
、
漸
く
能
相
に
■
關
す
る
手
が
㌧
り
玉
響

六
っ
そ
れ
に
よ
ろ
孟
、
八
月
七
日
の
夕
、
米
國
リ
ッ

グ
夫
文
弓
長
カ
ン
ベ
ル
氏
に
同
夫
人
及
び
三
人
の
來

客
（
其
の
中
に
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
喜
天
丈
藁
長
H

N
ラ
ッ
セ
ル
氏
も
居
た
）
　
ε
五
心
に
、
家
の
出
路
盟
量
か
ら

珍
ら
し
い
日
没
々
眺
め
て
み
た
。
す
お
ε
一
人
の
客

が
、
ふ
ε
太
陽
の
傍
に
星
が
見
え
る
ざ
注
意
し
た
。

し
か
る
に
他
の
客
達
は
其
れ
々
今
少
し
以
前
か
ら
知

っ
て
み
た
け
れ
ご
、
別
に
珍
ら
t
が
る
程
で
も
な
い

　
　
の

よ
く
知
ら
れ
て
み
る
星
だ
ら
う
定
思
っ
て
、
氣
に
も

止
め
な
か
っ
た
ざ
言
っ
た
ゆ
カ
ツ
ベ
ル
氏
は
双
，
眼
鏡

で
数
秒
時
間
之
れ
な
眺
め
た
が
、
間
も
な
く
雲
の
中

．
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
五
人
の
一
致
す
る
ε
こ
ろ
で

は
、
此
れ
．
に
確
か
に
天
艦
ら
し
い
こ
い
ふ
の
で
あ
っ

た
。
双
眼
鏡
で
．
見
て
も
肉
眼
で
見
る
の
ε
大
し
て
遽

ひ
ば
無
か
っ
た
。
位
置
に
太
陽
の
下
で
、
位
置
角
ば

垂
申
直
綿
…
か
ら
左
へ
四
十
五
度
あ
り
、
距
離
P
μ
．
太
陽
直

径
の
六
倍
め
っ
た
。
カ
ン
、
ベ
ル
氏
芝
ラ
グ
セ
ル
氏
ε

ば
金
星
が
此
の
場
所
に
來
た
こ
き
ょ
り
も
、
今
の
星

め
方
が
光
が
大
き
い
ε
思
つ
だ
。
若
し
干
れ
が
一
九

一
八
隼
六
月
㎝
に
鷲
座
に
現
ば
れ
た
こ
同
じ
や
う
な
新

星
で
あ
ろ
な
ら
ば
、
光
輝
ば
め
の
場
合
よ
り
も
遙
か

に
大
き
い
も
の
こ
な
ろ
。
．
若
し
彗
星
だ
ε
し
て
も
、

軌
道
が
全
然
不
明
な
の
で
、
其
の
位
置
な
豫
知
す
う

た
め
に
ば
、
膚
も
つ
ε
多
く
の
観
測
が
必
要
で
あ
ろ

日
月
七
日
夜
以
後
、
観
測
者
達
は
毎
夜
、
日
浸
か
ち

日
出
ま
で
か
㌦
つ
て
、
空
な
捜
し
た
が
、
遂
に
何
も

見
え
ず
、
不
成
功
に
終
っ
た
こ
い
ふ
。

　
こ
了
う
が
、
油
央
㎝
圏
ス
タ
フ
ナ
ド
洲
の
ウ
ナ
ル
ヴ
ァ

ハ
ン
プ
ト
ン
（
バ
ア
ミ
ン
ガ
ム
市
の
西
北
約
＋
哩
）
の

フ
エ
・
ウ
ス
（
。
つ
．
閃
電
。
藷
）
氏
が
次
の
や
う
な
縦

な
報
告
し
た
Q
「
日
曜
（
入
日
七
旧
）
の
夕
方
八
時
牛
丁

丁
度
合
太
陽
が
浸
し
た
あ
た
q
、
空
が
大
へ
ん
よ
く

澄
ん
で
み
ろ
の
で
、
木
星
ご
土
星
ご
が
見
へ
る
だ
ら

う
ε
思
っ
て
、
私
ば
双
眼
鏡
（
三
倍
の
）
為
取
つ
．
て

捜
し
始
め
た
。
す
る
ご
、
ま
も
な
く
光
っ
た
も
の
が

日
つ
見
え
た
の
で
、
其
時
す
ぐ
之
れ
ば
木
星
だ
ε
思

ひ
ま
し
た
が
、
次
の
瞬
聞
に
、
興
れ
は
遊
星
で
ば
無

い
、
叉
、
恒
星
で
も
な
い
ε
思
っ
た
。
そ
れ
ば
太
陽

の
方
向
へ
長
細
く
て
、
色
は
明
か
に
赤
か
っ
た
。
太

陽
か
ら
は
六
度
ほ
こ
距
離
が
あ
っ
て
ヤ
少
し
ぐ
南
寄

り
だ
ミ
．
思
っ
た
。
餓
り
低
く
．
て
、
．
望
遽
鏡
な
向
け
ろ

・
こ
が
出
來
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。
私
は

三
分
間
ほ
こ
眺
め
て
み
た
が
、
．
其
の
後
口
が
か
く
し

て
し
ま
っ
た
。
若
し
照
れ
が
ア
メ
リ
か
で
見
え
大
も

の
ご
同
じ
も
の
で
、
反
、
私
の
位
置
推
定
が
正
し
い

ε
假
定
す
れ
ば
、
此
の
天
腿
ば
五
六
時
間
の
間
に
、

三
度
ほ
、
ε
も
太
陽
に
近
い
た
こ
孟
に
な
ろ
。
光
も
亦

急
激
に
差
し
た
ら
し
い
、
私
が
見
た
時
は
、
ε
て
も

金
星
に
は
及
ば
な
い
ε
思
っ
た
か
ら
Q
L

　
次
に
叉
、
興
言
．
八
ー
デ
ン
國
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
天

丈
量
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
『
月
曜
（
入
月
八
日
）
の

夜
か
ら
火
曜
（
同
九
日
〉
の
朝
へ
か
け
て
、
地
球
が
何

か
或
る
彗
星
の
尾
の
申
な
通
つ
尖
ら
し
い
。
明
ろ
く

　
　
　
ベ
ン
ド

惑
い
だ
光
帯
が
一
筋
も
く
晴
れ
た
空
た
横
切
っ
て

方
向
は
西
北
西
か
ら
東
南
東
に
延
び
て
み
た
。
其
の

光
帯
隠
ほ
徐
々
ε
甫
小
北
北
㎜
の
方
へ
移
乱
劃
t
て
行
き
、
夜

明
に
な
う
に
從
ひ
、
色
ば
次
第
に
青
白
く
な
っ
た
。

彗
星
の
頭
が
、
地
球
ε
太
陽
ε
の
間
か
、
南
の
方
へ

思
至
て
行
っ
た
の
だ
。
こ
ん
な
現
象
ば
前
か
ら
】
．
度

も
起
つ
た
こ
ε
は
な
い
、
多
分
之
れ
は
、
米
國
で
八

月
七
日
の
日
没
時
に
太
陽
の
近
く
に
見
え
た
ご
同
じ

も
の
な
の
だ
ろ
う
』

　
右
の
三
つ
の
報
告
か
綜
合
し
て
見
ろ
ミ
此
の
不

思
議
な
も
の
の
正
罷
は
、
ほ
父
見
當
が
つ
く
や
う
で

あ
る
。
報
告
に
も
あ
る
通
り
、
計
れ
に
彗
星
な
の
だ
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ろ
う
。
そ
し
て
軌
溢
は
多
分
非
常
に
離
心
牽
の
大
き

い
、
し
か
も
近
日
貼
距
離
の
小
さ
い
も
の
で
、
叉
偶

然
、
我
が
地
球
は
、
此
の
彗
星
の
近
日
黙
撞
過
の
頃

圖像想直孫大

軌
道
の
長
軸
の
方
角
K
み
た
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

他
の
日
に
に
見
え
な
い
で
、
星
が
近
日
鮎
に
近
づ
い

た
頃
だ
け
、
張
く
輝
い
て
見
え
た
の
だ
ろ
う
、
．
ε
に

か
く
大
彗
星
に
に
違
い
な
い
、
光
が
金
星
寿
越
え
、

叉
、
尾
の
長
さ
が
、
地
球
ざ
太
陽
ミ
の
距
離
（
一
億

五
千
萬
キ
ロ
）
以
上
も
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
天
空
に
ば
、
時
々
、
こ
う
い
ふ
素
晴
し
い
闘
入
者

が
や
っ
て
來
る
。
一
九
一
〇
年
一
．
月
の
大
彗
星
も
、

こ
ん
な
流
儀
で
、
蛮
見
ば
肉
眼
で
行
は
れ
た
。
新
星

に
し
て
も
、
や
に
り
、
こ
う
し
た
突
蛮
的
な
の
が
少

な
く
な
い
。
諾
い
者
諸
君
、
暇
さ
へ
あ
れ
ば
愚
な
眺
め

給
へ
。
肉
眼
で
も
決
し
て
失
醸
す
る
に
ば
當
ら
な
い
。

時
々
に
こ
ん
な
大
里
見
も
あ
る
の
だ
か
ら
。
（
山
本
）

●
皇
太
子
殿
下
緑
威
天
工
塁
に
御
一
成

近
着
報
に
よ
れ
ば
、
去
ろ
五
月
＋
六
日
午
後
、
・
ン

ド
ン
御
堂
在
中
の
日
本
皇
太
平
殿
下
が
、
闊
院
宮
殿

下
、
小
栗
司
令
官
等
ミ
共
に
、
グ
リ
ン
井
チ
天
交
毫
・

に
成
も
ぜ
ら
れ
た
状
況
々
報
告
し
て
み
る
。
此
の
日

同
天
女
毫
で
は
、
天
華
等
長
ダ
イ
ソ
ン
博
士
（
第
九

代
の
勅
任
天
交
叢
書
）
ば
憂
丙
の
八
角
堂
に
殿
下
な

御
迎
え
申
し
上
げ
、
墓
員
ジ
ヨ
ン
ス
、
ジ
ヤ
〃
ソ
ン

諸
氏
も
其
の
席
に
次
し
た
。
殿
下
な
始
め
、
　
一
行
に

天
交
豪
の
設
備
及
び
事
業
に
つ
い
て
、
大
に
興
昧
を

起
し
給
ふ
た
ミ
あ
ろ
。

●
天
交
學
術
語
の
選
定
　
聞
く
ご
、
、
う
に

よ
れ
ば
、
學
術
研
究
會
議
天
衣
羅
切
で
は
、
近
々
日

本
語
の
天
文
學
術
語
の
撰
定
協
議
た
し
ゃ
う
ε
い
ふ

意
見
が
纒
ま
り
か
け
て
み
る
由
。
天
鴬
語
に
つ
い
て

ば
、
先
年
、
東
京
天
交
毫
で
定
め
た
の
が
あ
る
め
や

う
で
あ
る
が
、
未
だ
蛮
表
し
た
表
向
き
の
も
の
で
な

い
。
謬
れ
に
つ
い
て
に
邦
語
の
天
文
學
書
を
書
い
た

り
、
講
議
し
た
り
す
る
者
に
、
三
内
に
｝
定
の
約
束

が
無
い
た
め
、
時
々
困
る
こ
こ
が
あ
る
。
蘇
に
常
々

の
賢
際
問
題
こ
し
て
、
最
も
比
々
な
や
ま
し
、
且
つ

纒
瞼
し
て
み
る
の
は
「
天
界
」
や
「
闇
雲
月
報
」
の
や
う

な
難
誌
の
編
輯
に
從
毒
す
る
者
で
あ
る
。
學
術
研
究

會
議
で
は
、
特
に
右
の
や
う
な
三
際
家
の
意
見
及
び

縄
験
た
尋
重
ゼ
ら
れ
ん
．
宅
を
望
む
。

●
小
遊
星
ヴ
エ
ス
タ
見
ゆ
　
　
木
星
ミ
火

星
芝
の
間
に
年
々
新
鰻
見
が
壇
加
し
つ
㌦
あ
ろ
小
遊

星
は
、
殆
ん
ご
総
て
、
光
が
弱
ぐ
て
、
相
當
な
望
遠

鏡
な
し
に
は
観
る
こ
ミ
が
出
職
な
い
も
の
で
あ
ろ
が

其
の
中
で
第
四
號
星
、
印
ち
ヴ
エ
ス
タ
（
＜
Φ
里
p
）
だ

け
匡
、
時
々
、
衝
の
近
く
で
、
蘭
眼
に
見
え
ろ
や
う

に
な
ろ
こ
こ
も
あ
る
。
今
年
度
、
ヴ
ェ
ス
タ
の
衝
ば

十
一
月
十
｝
日
で
、
目
下
、
牡
牛
座
か
ら
鯨
座
あ
た

り
為
逆
行
し
て
み
る
。
位
置
ば
別
圖
（
第
二
四
五
頁

に
あ
り
）
の
通
り
、
偵
し
光
が
充
分
で
な
い
か
ら
・

双
眼
鏡
で
親
些
し
た
ら
よ
か
ら
う
。

　
ヴ
属
ス
タ
は
、
小
遊
星
申
で
第
四
番
に
猿
見
さ
れ

た
星
で
、
其
の
口
に
一
八
〇
七
年
三
月
二
十
九
日
、

蛮
圏
兄
者
雌
μ
糊
禦
逸
プ
レ
メ
ン
の
殿
酉
者
ナ
ル
ベ
ル
ス
（
O
i

♂
Φ
邑
で
あ
っ
た
。
肉
眼
で
見
え
る
唯
一
の
小
遊
星

で
、
太
陽
か
ら
の
挙
均
距
離
ば
二
・
三
六
二
（
天
交
輩

位
）
公
韓
週
期
ば
三
年
ご
三
十
玉
日
、
離
心
牽
○
・
○

八
九
の
楕
圓
軌
道
な
以
っ
て
、
黄
溢
に
七
度
八
分
傾

者
な
が
ら
、
巡
っ
て
み
る
。
バ
ァ
ナ
ァ
ド
教
授
の
親

測
に
よ
れ
ば
直
樫
ば
二
百
五
十
哩
で
あ
ろ
か
ら
、
セ

レ
ス
や
パ
ー
フ
ス
よ
り
一
も
小
命
ご
い
幽
り
れ
ご
」
、
蹴
兀
リ
ド
か
強

い
ご
こ
ろ
か
ら
見
ろ
ε
、
ア
ル
ベ
ド
は
無
類
に
大
き

い
に
違
ひ
な
い
。
－
一
小
遊
星
に
元
々
大
音
か
つ
た

遊
星
が
破
強
し
た
片
々
で
あ
ろ
ε
ナ
ル
ベ
ル
ス
ば
考

へ
て
る
た
が
、
出
の
ヴ
エ
ス
日
々
蛇
管
し
て
、
盆
々

其
の
旨
説
を
熱
心
に
主
張
し
た
建
い
ふ
。

O
毫
灘
の
月
帯
食
観
測
　
　
＋
月
＋
七
日
朝

の
月
帯
食
は
黎
明
四
＋
分
申
の
観
測
で
蓮
も
好
果
は

得
ら
れ
ま
い
ε
思
っ
た
が
比
較
的
鮮
明
に
午
前
五
時

十
四
分
遅
天
に
傾
く
有
明
月
の
上
右
の
間
よ
叫
白
け

初
め
刻
「
亥
獄
食
し
同
三
十
七
分
に
三
分
五
厘
の
蝕

の
頃
濃
厚
な
る
雰
二
二
の
中
に
包
ま
れ
遂
に
月
浬
の

帯
食
五
分
ま
で
は
観
測
す
ろ
事
が
出
監
な
か
っ
た
。

（
會
員
二
元
了
氏
報
）


